
「誰もが暮らしやすいまちづくり」をめざす地域人材の育成
まちと交通の未来づくりフォーラム 彦根フィールドワーク

開催報告

人と環境に優しい交通まちづくりプラットフォーム滋賀
合同会社On Your Mark代表 忠田季空



90分問題
お金の落ちない観光

渋滞
観光公害

彦根の二つの地域課題

観光事業だけではなく、市民暮らしを巻き込んだ
地域の課題になっている。



●観光消費額
：日帰り約4000円、宿泊約3万円

●観光客集中シーズン
：彦根城の桜・紅葉の春秋シーズンに集中

●来訪手段
：65％が自家用車・レンタカーで来訪

彦根市観光統計より
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2泊3日の彦根・湖東エリアの
観光プランを考え出して

観光パンフレットを作り上げる。

【観光の車抑制・周遊向上】
＋

公共交通を活用した観光を
提案できる観光交通

コンシェルジュの育成。

【交通人材育成】



彦根の観光と
公共交通を知ろう

・山田和昭
・シティプロモー
ション委員会

フィールドワークの流れ

9/21
彦根②

9/7
彦根①

11/23
彦根③

実際に乗ってあち
こち巡ってみよう

・濱崎一志
・鈴木達也

パンフレットを
作り上げよう

・畑中則宏

参加団体・属性
・彦根シティプロモーション戦略推進委員会 ・近隣大学生
・滋賀県・彦根市彦根城世界遺産登録推進室 ・交通専門家
・元滋賀県立大学教授、元イコモス委員 などなど…



第1回目（9月7日）
●講演
・公共交通と観光について
・彦根市シティプロモーション戦略推進委員会について
・彦根観光の現状について
●ワーク
・彦根エリアの魅力スポットと公共交通の整理
・試しに彦根エリア観光プランを考えてみよう



第2回目（9月23日）

●フィールドワーク
・彦根城下町の街歩き（講師：鈴木達也・濱崎一志）
・近江鉄道沿線街歩き（多賀大社＋1か所）
●ワーク
・街歩きをしてみた彦根エリア観光への感想の共有



第3回目（11月23日）
●講演
・バス活用による交通まちづくりについて
・パンフレットたたき案の共有
●フィールドワーク
・彦根のバス街歩き
・各班に分かれて、パンフレット用写真撮影街歩き
●ワーク
・街歩きに基づくパンフレット案へのブラッシュアップ



パンフレット案作り

●シティプロモーション会議
・企画サポートG会議にて、
ルート等を検討

●有志会
・毎夜毎夜集まり作成



パンフレット案の説明





パンフレット案の説明



パンフレット案の説明





事業を終えて

まちづくりは現状の当たり前を見直すことから始まり、
良いアイデアは地元の人々がそれを知る事から始まる。

交通まちづくりにおいても専門家が高みから理想論を語
り、フォーラムやセミナーを重ねても地元から見れば、
専門家達の自己満足にしか過ぎない。

地元がなぜそう思うかを知り、厳しい本音と向き合い、
自身らの在り方を否定し、一般人にこそ理解してもらう
方法を探り続けなければならない。
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